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Abstracts

Bodymassindex(BMI)iscommonlyusedtoidentifyobesity.Iconductedaques-

tionnairesurveyonBMI,accompaniedbyawarenessofbodyshapeanddietarypat-

ternsofmaleandfemalestudentsofOtemaeUniversity.Nonobeseindividualswith

BHIs25were90%;whileobeseindividualswithBMIz26were10%ofthestudentsof

OtemaeUniversity.Thisincidenceofobesityamongthestudentswasevidentlylower

thanthatofthegeneralpopulation.

Regardingthesurveyofawarenessoftheirownbodyshape,85.3%offemalestu-

dentsdesiredtohaveaslimbodyfigure,whichwasabouttwofoldhigherthanthatof

malestudents.Thepercentageofmalestudentswhowereunawareoftheirownbody

shapewas22.5%,whilethatoffemalestudentswasonly4.8%.Itwassurprisingthat

asignificantnumberoffemalestudentswerenotparticularabouttheirownbody

shape.

Asurveyofthestudents'dietarypatternrevealedthatthemajorityofmaleand

femalestudentswereeatingmainlysomeJapanesefood,suchasriceasthemain

sourceofcarbohydrate,meatandfishasthemainproteinsources,andsoybeanpaste

soup.Itwasnoteworthythata.verylowpercentageofthestudentswereeating

Westernfoodsuchasbreadandmeat.
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は しが き

青年男子 は体型 に関心 を寄せ てい る事実が明 らか になった。一方BMIは 体重、 身長か

ら算 出して基準値 よ り高い値 であると肥満 と判断す る指数であるが これまで各年齢層、学

校、企業体等で測定 され人 々の健康維持 の指針 として研究業績が多い。
(1)

すでに著者は学生の食意識 について調査 し前報 に記 した。そ こでは家庭 で受動 的に摂る

食事が多 いがその食事 をどう考えているのか、おい しく食べ てい るのだろうか、学生の食

意識 を問 うてみた。その結果摂取す る食事 をおい しい とまず い とに分別する食意識 の態様

が明瞭になった。つ ま り、世間一般の常識的な感覚で食事 を捕 らえることの出来る学生達

であった。奇異 な感覚等 はなかった。 コンビニエ ンスス トア食や ファース トフー ドに頼 っ

て学生達は食事 を済 ませ てい ることが多 いが、他方彼等のおい しいか否かについての食意

pは 充分育 まれている。

また、食の疑 問に対 して積極 的にかつ、合理 的にア ドバイスがで きるか否か を問 うこと
(2)

に よって、学生達の食の理解度、食の認識を調査 した。その結果はユ ニークな提言 も加 わ

り興味深 い ものであった。

今 回、大手前大学の学生 を対象 に記述方式でBMI値 のア ンケー トをと り同時にス リム

体型 に関す る意識調査 も行 った。 その 目的は学生の実際の体型(BMI値)を 調査す るこ

とである。 また、食様式 の調査 では3項 目か らなる質問を提示 し1週 間の記録 を元 に記入

させ た。それぞれ注 目に値す る成績が得 られたので以下報告す る。

調査方法

BMI値 について講義時間内に具体 的な数値 を用 いた計算方式 を習得 させ、それに基づ

いて各 自の数値 を算出 させた。計算 に必要な体重、身長の値 は1週 間前に予め測定記録 さ

せ、講義 の 日持参 してその場 で算 出記入 させた。 また、1週 間の食事内容の大 まか な記録

を実施 させ、平均値 として示す な らば 自己の食様式 は どの様 なものか、それぞれ5分 類 を

与 え、対応す る項 目を選 んで記入 させ た。ス リム志 向に関 しては5項 目を設けてそれぞれ

合致する もの を一つ選ばせた。

設問な らび にア ンケー ト結果 を回収 し、それぞれについて項 目の人数(頻 度)と 全体 に

占める百分率 を計算 した。BMI値 の調査は総数84名 、 うち男子40名 、女子44名 であった。

ス リム志向調査 は総数273名 、 うち男子129名 、女子144名 であった。 さらに食様式 の調査

総数 は男女合 わせて84名 であった。大 きい数、 ならびに高い百分率 は学生の回答が集中 し

ているこ とを示 している。
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本論

1、 大学生のBMl値

日本人の平均寿命 は平成15年 の発表 に よる と男性 は78.36歳 とな り男性の長寿世界一 は

遂に くずれた。最大 の要因は食の欧米化に よる生活習慣病の羅病である。長寿 だった沖縄

男性 は最近特 に食生活が欧米化 しそれがBMI値 の上昇 として明瞭に反映 された。伝統食

を摂 っていた頃の沖縄男性 のBMI値(体 格指数)は 生涯にわたって21以 下であったが、
(3)

現在 は50歳 を超 える と25以 上 になって きた、つ ま り肥満体型 になって しまったのであ る。

ちなみにBMI値 は(体 重kg)÷(身 長m)÷(身 長m)に よって得 られる数であ り、 その

値25以 上 を肥満 とする。青年層 は肥満が少な くBMI値25以 上 はほ とん どないが、本校 の

学生は果た してそ うであろ うか。調査 に当たっては予め体重、身長 を測定すること、並 び

に計算式(上 記)を 習熟 させ た。BMI値 を痩せ型、普通型、肥満 度1型 、および肥満度

2型 の4分 類 に整理 し、かつその分類 内をさらに数値の小 さい順 に整理 して分布状況 を調

べた。結果は表1に 示 した。

表1学 生のBMI値

判 定 BMI値 女子学生数 男子学生数 合 計

痩せ型

14以 下 1 2 3

15-16 2 0 2

17-18 8 3 11

合 計 11 5 16

普通型

18-20 22 21 43

21-24 5 10 15

合 計 27 31 58

肥満度1型

25-28 2 3 5

29-33 1 1 z

合 計 3 4 7

肥満度2型

34-37 0 0 0

38-41 1 0 1

合 計 1 0 1

肥満度体型については日本肥満学会(1999年)に 準 じて著者独自に設定し表示 した。
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BMI値 は肥満 を しることが出来 るため様 々な事業所の健康診 断時に実施 され多方面で

研究 され利用 されている。本校学生の数値 もその意味で指標 を得 ることになる。従来BM
(4)

1値26.4以 上 を肥満 としたが1999年 改定し25.0以 上 を肥満の新基準 とした。国際的な指標で

もあ るこのBMI値 はその数値26.4か ら25.0に 下げることによって肥満者は一挙 に28.0%

も増加 した とい う。つ まり、潜在的 に肥満者がすでに多数存在 したのである。

生体イ ンピーダ ンス法で測定 され る数値は体脂肪率である。肥満 は本来体脂肪 に基づ く

ものであるか らそれ を測定するこ とで肥満 を知 ることが可能である。電極盤上に素足 で乗

り両足の足先か ら電流を流 し踵 との問の電圧か ら求め られるインピーダンスが体脂肪 率 と

なる。人間 ドックでは体脂肪率 の測定が行われその統計 とBMI基 準値 との併用 によって

肥満判定 の資料 としている。双方 とも高い者 は真性肥満者、 またBMI値 のみ高い者は見
(5)

かけ肥満者 とし、他方体脂肪率 のみ高い者は隠れ肥満者 として分類 された。本研究では学

生の肥満者 を厳密 に判定す るものではないのでBMI値 の測定のみ にとどめた。

BMl値 から判断 した学生の普通体型

日本肥満学会の規準値 に照 らして今 回の調査値 をまとめると表2の ようになった。 ここ

では肥満度1体 型はBMI値25.0-30.0、 また、肥満度2体 型 はBMI値30.0以 上 と分類

した。普通体型 はBMI値18.8-25.0、 痩せ体型 はBMI値18.8以 下 をいう。予想 された

ことであるが普通体型は男子、女子 とももっとも多 く男子で は77.5%、 女子では64.3%を

占め る。つ ま り普通体型 の学生は全体で70.1%と 判定 された。意外 に多かったのは痩せ体

型であ る。男子12。5%に 対 して女子26.2%に も及 び全体 でも19.5%と な り、2割 の学生が

痩せ体型 と判定 された。 これはス リムでよろ しい とは言い難いゆゆ しき問題である。一方、

肥満度1体 型 はやや男子 に多 く10%、 また女子 にも7.1%あ った。全体では肥満度1体 型

の学生が8.5%と 判定 された。肥満度2体 型は女子 唯ひ とりのみであった。痩せ体 型並 び

に普通体型 を合わせた89,5%の 学生 は肥満の懸念が ない。 しか し、残 る10.5%の 学生 は隠

れ肥満 にあ りその学生 は日ごろの生活、特 に食生活の見直 しが必要であろう。

表2学 生の体型分類(BMl値 を基準)

体 型 BMI値 女 子 男 子 総 数(%)

痩せ型 18以 下 11(26.2%) 5(12.5%) 16(19.5%)

普通型 25以 下 、19以 上 27(64.3%) 31(77.5%) 58(70.7%)

肥満度1型 33以 下 、26以 上 3(7.ユ%) 4(10.0%) 7(8.5%)

肥満度2型 41以 下 、34以 上 ユ(2.4%) 0 1(1.2%)

合 計 42(100%) 40(100%) 82{100%)

肥満度体型については日本肥満学会(1999年)に 準 じて著者独自に設定し表示した。
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(6)

最近の調査 によると学生の痩せ体型 は22.6%、 普通体型 は62.5%、 お よび肥満度1体 型

は14.5%で あ る。今 回の結果は この報告 と比べ る と痩せ体型が3.1%少 な く、普通体型が

7.6%多 く、肥満度1型 が6.0%少 ない。従って本校 学生 の体型はいずれの数値 において も

良好 な結果であった。 この点 さらに体脂肪率 を測定 して確認す る必要があろ う。

一方
、成人9024名(う ち男性6965名 、女性2059名)のBMI値 か ら求めた体型 は肥満度

2体 型 は2.5%、 肥満度1体 型は25.5%、 普通体型 は67.9%、 また痩せ型 は4.1%で あった。
くら　

男性、女性別 に同デー タを集計する と表3の ようであった。男性の肥満が多 く女性の2倍

に及ぶ。他方、普通体型は痩せ型を含めて も男性 は女性 よ り少 ない。男性 は総 じて肥満型

へ と移行 している。

今 回得 られた結果では学生 の肥満度1体 型 は成人に比べ半分以下に留 まってい るし、痩

せ体型 も成人に比べ少 ない ことが分か る。従 って本学の学生 は普通型体型へ集 中 している

ことにな り、好 ましい体型に維持 されていることを物語 っている。

表3成 人の体型分類 とBMl値 の分布

体 型 BMI値 女 性 男 性

痩せ型 18以 下 10.5% 2.2%

普通型 19以 上 、25以 下 73.2% 66.3%

肥満度1型 26以 上 、33以 下 14.2% 29.9%

肥満度2型 34以 上 、41以 下 2.1% 2.6%

(4}
数値は 日本肥満学会の調査 による。

なお、肥満度体型 については 日本肥満学会(1999年)に 準 じて著者

独 自に設定 し表示 した。

2、 学生のス リム志 向

健康面や身体活動に関する考え方や自分の体型に対する自己認識が精神的健康に及ぼす
(7)

可能性 が示唆 されている。 日本人の成人女性 が考 える 「適切 な体型」 を探 る研究 では体型

指標 として痩身か ら肥満へ9段 階のモデル絵 を提示 し、現在の体型へ の自己認識 と各 自が

望む理想体型 を選ばせた。 そ して何故、理想体型 を保有 したいかその動機 を尋 ねると運動

す る際 であ るとい う。つ まり、ス リム体型でスポーツを楽 しみたい欲望があるか らに他 な

らない。理想 の体型 イメージは自分の身体 を鏡 に写 した ときの感覚、他人 と一緒 に鏡 の前

に立った時の印象、他人の評価、社会情報 で知 らされ る知識 などが元になって認識 される

ようである。

若年女性の体型認識 はメディアが発信 するファッシ ョンを美 し く着 こな したい とい った
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外観 的美 しさであ る。従って若年女性 は体型 について質問す ると普通の体型であ りなが ら

肥満 であると回答 し痩身にあこがれる傾向がある。 さらに肥満 は生活習慣病に陥 りやすい

との情報が彼 らの認識 を一層強める。一・方中年女性 は健康肥満 の人々がいて常 に溌刺 と生

活 を楽 しんでい る。

ス リム志向 と体型に 自信をもつ学生

若い学生はそんな中にあって 自分 の体型 を如何 に認識 しているか、ス リム志向 を鮮明に

す るべ くアンケー トを実施 した。調査 の結果、外見上 また体型指標 のBMI値 か らも今回

決 して気 にす るほ どの肥満 はないに も拘わ らず個 々人はスリムであ りたいと願望 している

事実が明 らか になった(表4(A)お よび表4(B))。

表4(A)ス リム志望の分布(女 子学生)

順 位 志向と認識 頻 度(%)

1 スリムで あ りたい。 128(88.9)

2 ス リムに無関心 4(2.8)

3 現在ス リムである。 7(4.8)

4 ふ っ くら とな りたい 。 5(3.4)

5 肥満 に満足 している。 o(o)

表4(B)ス リム志望の分布(男 子学生)

順 位 志向と認識 頻 度(%)

1 ス リムであ りたい。 57(44.2)

2 ス リムに無 関心 36(27.9)

3 現在 ス リムである。 29(22.5)

4 ふ っ く ら とな りた い。 6(4.6)

5 肥満 に満足 している。 1(0.7)

質問項 目は 「あなたはス リムであ りたい と思いますか?」 である。 これ を含めて5項 目

を設 けその中か らひとつ選択す る形式 をとった。 アンケー ト参加学生 は総計274名(女 子

145名 、男子129名)で あ ったが、 うち女子1名 は回答を保留 した。男子、女子 ともス リム

であ りたい と願 う者が もっとも多 くその数値 は男子44.2%に 対 して女子 は2倍 の88 .3%で

あ った。ス リム感覚 は明 らか に女子の願望 として存在す ると理解 で きる。一方、現在ス リ

ムであるか らスリムであ りたい と思 わない、いわば自信屋 タイプは男子22 .5%で あるのに
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対 して女子 は4.8%と 極めて低 い。 ス リム体型へ の願望が如何 に女子学生に強いか を表 わ

している。

体型に無頓 な男子学生

一方、痩せ体型 であ るよりふっ くらした体型 を望 む数値 は男女 ともに低 く、男子4.6%、

女子3.4%で あ り、似 かよっているこ とが読み取 れる。 この数値 は低 い ものの、他 方痩せ

過 ぎは嫌いである との認識があるこ とも事実 であろう。意外 だったの は、「ス リムであろ

うと太 っていようとどうで も良い」 と回答 した学生が多 かった ことである。つ まり、体型

に無頓着 な学生の ことであるが、男子22.5%で あるの に対 して、女子4.8%で あった。男

子は概ね体型 を気に しない といえるが、女子 にも数値 は低 いが体型無頓着者がいることは

興味深 い。 もしかする と体型維持 に手 を焼 いて きた挙句 の果て諦 めて しまったのか も知れ

ない。 もしそ うだとす ると何 らかの方法で手立てを施 さねばならない。

以上、率直にス リムであ りたい と思 う若者 は女性 に限らず男性 に も非常 に多い ことが伺

える。 また、現在ス リムであって 自信 をもっている者 は男子学生 に圧倒的に多いが、女子

に も存在す る。 この ことは学生が健康管理に配慮 していることの反映か もしれ ない。BM

I値 が良好 な体型であることを証明 しているに も拘 わ らず、 自分は肥満体型か もしれ ない

と気 にしている とした ら困ったものであ るが、逆に現状の好 ま しい体型 を以後 も持続 して

行 きたい と願っていることの反映だ と理解すべ きことか もしれ ない。

3、 食 習慣

晩春(5月 下旬)の 季節 に学生 たちに食の好 みについてアンケー トを実施 した。旬 の食

材が豊富 に出回る頃であるが、彼 らが どれ程 この季節 に食への関心 を高めているか知るこ

とでもある。学生特有 のメイシック(5月 病)か ら彼等が立ち直る頃 に当た り、 また学生

生活 に本格的 に突入する時期 であ るので食事情の調査 は意義深い。

予 め朝食、昼食及び夕食の大 まかな内容を簡単 に記録 し1週 間のデー タを集計 してのち

調査 に回答 させた。記録 は学生 に とって負担 になると続かない恐れがあ るので平均 的なま

とめで よい との指示 も行った。主食、主菜お よび汁物 の3項 目についてそれぞれ選択肢 を

4つ 設けた。主食はご飯 とパ ン、主菜は肉料理 と魚料理、 また汁物は味噌汁 と洋風 スープ

とである。例 えば魚 も肉も分 け隔てな く摂取する場合を予想 して 「両方摂取」 の選択肢 を、

また魚 も肉も1週 間ほ とん ど摂取 しなかった場合 もあるので 「食べ ない」の選択肢 も加 え

た。集計 は男女別 にせず一括 して まとめた(表5)。 参加総数 は84名 であ り、参加 を意思

表示 した学生 の100%が アンケー トに応 じてお りひと りの脱落者 もない好成績であった。

勿論、3週 間前か ら講義の度に調査 の趣 旨を説明 し協力 してもらう配慮 した。
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表5食 様式(1週 間の調査)の 分布

食の分類 摂取項目 頻 度(%)

主 食

ご飯 60(71.4%)

パ ン 7(8.3%)

両方 13(15.5%)

どち らも食べ ない。 4(4.8%)

主 菜

肉料理 29(34.5%)

魚料理 6(7.1%)

両方 46(54.8%)

どち らも食べ ない。 3(3.6%)

汁 物

味噌汁 51(60.7%)

洋風 スVrプ 0

両方 21(25.0%)

どち らも食べ ない。 12(14.3%)

主食はご飯

各項 日3つ の上位 を並べ る と学生 の食パ ター ンが読み取れ る。す なわち、主食 はご飯、

主菜は肉料理、 または魚料理 そ して味噌汁 となる。極めて少なか ったのはパ ン食であっ

た。菓子パ ンの主食 で済 ませ るような不健康 な食 でないことは救いである。パ ン食のみの

主食 というよりもご飯食 と双方区別 な く摂食 していると考 えられよう。 ご飯食 には米 をと

ぐ、炊飯す る、 さらに美味 しくするため蒸 らす ことが重要であるが、それ らの労 を掛けて

も学生 はご飯 を摂食する。 もっともコンビニエ ンスス トアか らお にぎりやご飯弁当、ある

いはスシを容易に入手で きるか らその可能性が高い。パ ン食 は手間をかける必要がないか

ら即刻食べ られる便利 さがある。 にも拘わ らず ご飯食が圧倒的 に多い事実 は学生 の食様式

が単 なる利便性にのみ依存 していないことを表 わ している。主食 にご飯 もパ ンも食べない

という学生が4人 もいた。1週 間の食事パ ター ンの調査 において主食な しで1週 間過ご し

た とは考 え られず多分 うどん、 ラーメ ンあるいはカ ップめんなどで済 ませているのであろ

う。男女別 はで男子3人 女子1人 であった。 ラーメ ン食や カップめん食で1週 間 も済ませ

てい るのは栄養上問題であろ う。

主菜は肉料理 と魚料理の併用

主菜で注 目されるのは肉料理、魚料理 を併用 していることであ る。魚の中で も背 の青い

魚(あ じ、 さば、いわし)は 栄養価 に優れているので摂取 して欲 しい食材であ りもし、魚

料理にそれを用いているな らば本学学生の食様式 はまことに好 ましいといえる。 ただ、併

..
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用以外 の場合、 肉料理単独摂取 は34.5%で あるのに対 して、魚料理単独摂取 は7。1%で あ

りこれか ら推定 して魚 と肉を半々に摂取 しているとは考 え難い。魚料理 の摂取はいか にも

少 ない。生臭 さの欠点 をもつ魚料理は臭 いに敏感 な若者 には不 向 きなのであろう。双方 と

も食べ ない学生 のあることは予想外であった。わずか3人 とはいえ良質 タンパ ク質の摂取

を放棄 している事実 は見逃せない。 この学生が乳製品等 で良質 タンパ ク質の摂取 を実行 し

ている ことを考えたい。

一方、汁物では味噌汁 の摂取が圧倒的に多かった。味噌 は発酵食品であ り大豆 タンパク

質の吸収が極めて良好 な食品である。味噌汁 にして摂取す ると水分の供給 に も役立つ。多

くの若い学生が味噌汁 を摂取 している事実 は驚 きで あ りまことに好 ましい。本学学生のみ

の食事パ ター ンと理解 して よいか さらに調査 を続行 したい ものである。洋風スープ単独摂

取が皆無であったが、味噌汁 との併用が25.0%あ ったか ら時 には洋風スープを摂取 してい

ると理解で きる。

むすび

BMI値 を基 に して体型 を4段 階分類、すなわち痩せ体型、普通体型、肥満1体 型、及

び肥満2体 型 に整理 した結果、大手前大学の男女学生 は普通体型が71.0%と 判定 された。

また痩せ体型は19.5%で あ り、最近の学生調査データー、普通体型62.5%、 ならびに痩せ体

型22.6%に 比べ ていずれ も良好 であった。ス リム志向のア ンケー トでは男子学生が44.2%

に対 して女子学生が2倍 の88.3%で あった。ス リム感覚 は明 らか に女子学生 の願望である。

反面、体型 に無頓 着な男子学生は22.5%で あるのに対 して女子学生 は4.8%で あった。数

値 は低 いが体型 を気 に しない女子学生がいることは興味深い。BMI値 によると肥満学生

は極めて少 なくス リム志向に拘る必要がないもののそれで もなお肥満を避 ける願望が強い。

食事様式 について簡単 な項 目3つ を提示 して学生 の食習慣 を調査 した。回答の上位 を整理

すると学生の食様式が読み取 れる。それの よると学生の主食 はご飯、主菜 は肉料理 と魚料

理の併用 、そ して汁物は味噌汁 とい う結果であった。米食摂取の減少 を嘆 く昨今 であ るが

今回の調査ではその懸念が払拭 された。
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